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　　　　　　　　　　議　事　の　経　過

　　　　　　　　　　◎開議

○議長　　おはようございます。定刻でございます。

　　全議員の出席を見ております。

　　これより本日の会議を開きます。（午前１０時００分）

　　　　　　　　　　◎議案第29号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第１、議案第29号、工事請負契約の締結について（三島町テレビ放送サービスセンター設備機器更新工事）を議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。

　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。二瓶俊浩君。

○６番　　大変、大きな額でございます。それで工事、交換するというようなことであろうと思われますが、この交換というのは目安として、機器なものですからあると思いますが、どのくらいをめどにこのような交換を行っていかなければならないというふうになって考えておるのか、お伺いいたします。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　今回、その交換に当たりましては、いわゆる今設置されております機器、こちらの部品供給ができなくなったということがございます。おおむね10年程度ということでメーカーのほうからは聞いておりまして、やはり10年に１回の更新ということが基本かと考えております。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　そもそも、ちょっとお伺いというか説明いただきたいんですが、三島テレビというもの、大ざっぱで結構なんですが、どのような流れで今このように来ているのかと。目的とあって行ってきたわけでありますので、どのようなことを目的として、どのようなことをやっていく、どのようなものにしていくというようなことを簡単で結構ですのでお答えください。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　三島テレビの放送サービスにつきましては、当初、光ファイバー、こちらをまず町内ネットワークとしてあるということを一つの大きな事業として掲げました。そうした光ネットワークにおける住民サービスということにつきまして、何がよいかというところであったときに、ちょうどテレビのアナログからデジタルに変換ということで、各地区におきましても共聴設備ですね、共同アンテナを活用してテレビ視聴をしていたという地区がございました。そういった地区を、その難視聴解消ということも含めまして、三島テレビの放送サービス、こちらを光ケーブルで配信してはどうかということから、この設備整備に当たったというところでございます。いわゆるこのテレビ放送につきましては、町の情報発信、今議会中継もされておりますように、そういったものを住民の方に広く知っていただくということを目指しているところでございます。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　光ファイバーで住民のサービスを行っていくというのが大きな目的だったというふうに思います。そこにやはり山あいなものですから、地区によってはテレビの映りが悪いと、共同アンテナを立てても線が入ったりなんだりしてて、映りが悪いのでそれも解消ついでにできるんだというようなことで、プラスアルファというような意味で行われてきた工事だというふうに思います。大変、今の時代、光ファイバーがなければ、そのネットワークがなければ非常に生活も必需品になってきておりますので、大変分かるんでございますが。
　　次に、このテレビのほうで年間にどのくらい経費として、概算で結構ですので、どのくらい経費として使われているか。お願いいたします。おおよそで結構です。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　費用といたしましては、この光ファイバーケーブルの保守点検業務というものがございます。こちらの費用が、今ちょっと数値的に確かなところがありませんので、テレビ放送業務といたしましては、テレビ放送業務の番組制作放送に係る委託として960万円。そのほかの今言った光ファイバーケーブルの委託料がございますが、年間で600万円ほどになってございます。（「そうすると1,500万円から1,600万円」の声あり）そうですね、はい。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　それで、この三島テレビでは議会の放送も、昨年からですか、開始いたしました。これ議会の開始だけで400万円だったかなと思うんですが、経費がかかっているはずでございます。それで、私が言いたいのは、この三島放送というものは条例で決められております。その条例でやはり視聴料を頂くというようなことで年間6,000円ということで１世帯、今現在なっておりますが、これほど大きな額を費やしているわけでございます。１億円の工事、これも10年めどずつにかかっていくと、年にすれば1,000万円。年の業務、保守点検等で1,500万円から1,600万円、今言われたとおりになっておるわけでありますので、やはり希望される方、町民の方で希望される方には、条例を改正してもやはり無料で、やはり情報を見ていただくということが今の時代は、はやそういうふうになってきたのではないかというふうに感じております。その点、町長さん、検討してみるというようなことは考えございませんか。
○議長　　町長。

○町長　　無料というご意見ですけれども、確かに私のうちも金払っています。ただ、ＮＨＫの聴取料とか含めての金額だと思いますから、（「入っていません、ＮＨＫの視聴料は入っていません」の声あり）すみません。ただ、この議案に対しては、例えばそこまではうちのほうで準備していませんで、失礼ですけれども事前に言っていただければこちらでぱっぱと答えるんですけれども、いろいろ課長のほうもありますので、その辺よろしくお願いしたいなというふうには考えてはおります。ただ、やはり手数料として妥当かなとは思うんですけれども、町民からそういう声があれば、なお全て無料ということになりますと、例えば学校給食費とか、あれはそういうのも全部無料で、それは大きな一つの子育て支援という視点からのこれからの地域として考えておりますので、そういうことで、なおそれは議会ともいろいろ相談しなきゃならないし、内部でもよく議論しなきゃなんないし、例えば座談会においても無料だと町民にとってはありがたいなと思うんですけれども、その辺を含めて今後議論する余地はあるというふうには考えております。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　今、町は約960ちょっとの世帯であるはずです。そうですよね。違う。何ぼだっけ。（「おおよそ700」の声あり）700。掛けてみたって400万円ちょっとの6,000円でなるわけです。全世帯が三島テレビに入って、同じく聴取料を払ったとしても。そのくらいなんですよ。そのくらいって言ったって大変な額なんですけれど。それを今これ10年に１回ずつ１億円かけなくちゃならないというようなことと、年間これだけ業務、そして保守点検等をやっていくのには、これだけ莫大なお金、税金をかけて行っているわけですので、やはり一番最初には光をもって、そのネットワークで住民サービスというのが一番の目的であったわけでございますので、その難視聴のテレビどうのこうのというのはまた別の問題だというふうに私は理解しますので、そういう点を含めて、やはりその点を条例改正という点を含めて検討していただければというふうなことを申し上げたくて質問させていただきましたので、ひとつよろしくお願いします。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　町長答弁にもございましたとおり、議論の余地ということで協議をさせていただきたいと考えております。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。大竹克昌君。

○８番　　契約金額が大きい金額でございます。そういった中で、今年度のこの工事の金額、これは今のこの時代の機材の高騰も含めましてこの金額になっているのか。普通であればもっと何千万も下がるのか。その辺分かれば教えてもらいたいのと、先ほどから言ってます、10年後おきにこれが毎回毎回来るというのは間違いないことでよろしいんですね。確認です。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　こちらの金額については、適正かどうかということにつきましては、確かにその機材、コンピューター関係の資材等々の高騰もありますので、高いか安いかというところはちょっと判断はいたしかねますが、適正な価格ではないかというふうには考えております。ちなみに、当初12年前、平成22年の整備したときの落札金額からは、3,700万円ほど下がっているというところでございますので、その中には設備の機器として当時、デジアナ変換という機器も整備したんでございますが、今回はそちらは除いてございます。その分がこの金額に相当するかどうかということは一概に言えませんけれども、前回より下がっているということは間違いないところでございます。
　　そして、10年ごとということにつきましては、やはりそういった電子部品機器につきましては、パソコン等でもそうでございますけれども、やはり耐用年数というか、次々と新しいものも出てまいります。そういった場合に、やはり部品の供給、修繕等に係る部品供給がやはりできなくなるというおそれもあることから、やはり10年を目安にというふうに今後も考えているところでございます。

○議長　　大竹克昌君。

○８番　　前回より3,000万円下がっている、そういったところも少し私もびっくりしましたが、いずれにしても入札前にある程度その予想される金額、部品等の、機材等の上がっている下がっている、そういったのも少し調べてもらって入札に入ったほうがいいのかなと私は考えます。また10年後、間違いなくこれが来るというのであれば、それについても10年かけていろいろ検討し、このテレビの在り方についても考えてもらいたいなと思います。
　　以上です。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　入札に当たりまして、やはり設計額、設計つくるわけでございますけれども、そういったときには市場の価格等々を調査いたしまして、価格を積み上げて予定価格というものを設定してございますので、十分に社会情勢を考えた上での今回の価格というふうに考えております。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。二瓶俊浩君。

○６番　　財源はどのように今考えておられますか。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　こちらは全額過疎債の充当が可能ということで、過疎債の償還もおおよそ12年ということになってございますので、そういったスパンの中で行使をしていくというふうに考えているところでございます。（「全額ですね」の声あり）
○議長　　ほかに質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第29号、工事請負契約の締結について（三島町テレビ放送サービスセンター設備機器更新工事）を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第29号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第30号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第２、議案第30号、三島町税条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。大竹克昌君。

○８番　　すみません。再度確認でございますが、特定小型原動機付自転車というのはどういうものなのか、もう一度説明をお願いします。

○議長　　町民課長。

○町民課長　　小型原動機付自転車というのは、いわゆる俗に言うまずエンジンのものについては50ｃｃ以下のバイクでございます。あとは、今最近、電動付自転車というものがありまして、それのキロワット数においては軽自動車税を課するという形になっておりまして、そちらのほうも原動機付自転車になりますす。例えば、一例で挙げますと、キックボードというのとか、蹴って乗る、よく子供が乗るやつの、今電気つきの電動で走るようなものについては、こちらのほうについても原動機付自転車という形になるような形で、そういったものについて軽自動車税を課するということができるという内容でございます。

○議長　　大竹克昌君。

○８番　　例えば、観光協会にあります、貸している自転車もありますけれども、ああいったのは入らないということですか。

○議長　　町民課長。

○町民課長　　今、観光協会に置いてある電動付自転車については、課制度対象外ということでございます。

○議長　　大竹克昌君。

○８番　　そういったところで、この町にそういったものがどのくらい今現在、存在するのか分かりませんが、今回のこの改正趣旨を読みますと、車両区分の創設を行うとなっていますが、これは各地区の中だけをやるのか、町全部をやるのか。その辺はどういったものなんでしょうか。

○議長　　町民課長。

○町民課長　　今回、この後の一般会計補正予算にも計上させていただいておりますけれども、今その軽自動車税のナンバープレートって50ｃｃ用のバイクのナンバープレートになっているんですけれども、今後、そういった小型キックボード、電動付の小型原付自転車、または３輪のそういったものというのが、普及啓発することによって７月１日からそういった形で全国的に行いますので、当町においても新しいそういった新設させていただいて、ナンバープレートも新しいものに新設するという形の今、段取りをしているところでございます。

○議長　　大竹克昌君。

○８番　　それが、申請があった時点で道路等のこの文面を読むと、私の受け方が違うのか、その車両区分の創設、そのキックボードが走る専門の道路を造るという意味なんでしょうか。どういうことなんですか。

○議長　　町民課長。

○町民課長　　道路を造るというものではなくて、道路運送法によると、一般公道を走るときにそのナンバープレートがないと駄目だよという形になりますので、うちのほうとしてはそういった形の意味で、それで課税をされる、軽自動車の課税をしていくという形になりますので、ナンバープレート等について新しく造ったりとか、そういった形の対応を取るというようなことであります。（「終わります」の声あり）

○議長　　ほかに質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第30号、三島町税条例の一部を改正する条例を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第30号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第31号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第３、議案第31号、三島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第31号、三島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第31号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第32号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第４、議案第32号、三島町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。

　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第32号、三島町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第32号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第33号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第５、議案第33号、過疎地域持続的発展市町村計画の一部変更についてを議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。

　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。

○３番　　すみません、これも一つ確認なんですけれども、これは国勢調査を基準として変えていくというか、その変更になっていくような形を取っていられるわけですか。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　今回計画に、いわゆるハード事業とソフト事業、全て挙げたんですけれども、そこに当初策定しましたデータ、これはその当時に公表されたデータで、例えば国勢調査ですと推計値というものがそのときに使われていたものでございまして、今回変更するに当たって確定値が出そろっておりますので、そういったデータは最新のものに更新するということで変えさせていただいたところでございます。国勢調査が基準というか、その時点で最新のデータを用いるというところでございます。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第33号、過疎地域持続的発展市町村計画の一部変更についてを採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第33号は、原案のとおり可決されました。

　　お諮りいたします。休憩を取りたいと思いますがご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　11時05分まで休憩といたします。（午前１０時５５分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午前１１時０５分）

　　　　　　　　　　◎議案第34号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第６、議案第34号、令和５年度三島町一般会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。

　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。

○３番　　ちょっとお伺いしたいのは、13ページの住宅管理費で修繕料45万円、単身者用の住宅の消雪バルブなんですけれども、これはどういった、この修繕に係るその原因ですね。それをちょっとお聞かせ願いたいんですけれど。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　病院の下の単身用住宅につきまして、あそこ一帯、宮下温泉を利用しました温泉水でロードヒーティングしまして融雪しているんですけれども、そこのいわゆる閉めるバルブですね。温泉水の成分があそこ非常にスケール、いわゆるあくが強くて、それで腐食しまして、それによりましてバルブ１回回したところ、ちょっと折れてしまったということがありまして、それに伴いましての修繕ということになります。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　これポンプですから、温泉くみ上げポンプもそうなんですけれど、そのスケールが原因でというふうな形で故障だとか、交換だとかというような話も以前ありましたけれども、これメンテナンスするように以前から言われていることなんですけれども、今の温泉くみ上げポンプは、そのメンテナンスをやっているようですが、こういった部分、消雪に使っているようなこういった部分のメンテナンスというのはどのようになっているわけですか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　特にメンテナンスということは、毎年、常時は行っていないんですが、やはりシーズンが終わりましたらバルブ等の確認、そしてあと温泉水回したりしている部分ありますので、そういったところの配管等、職員が目視しながら異常がないかという点検は行ってございます。特に、業者等での点検は行っていない状況です。

　　以上です。

○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　配管もしてあると思うんですけれども、その配管のスケール等の検査というか、そういったやつもその職員の方々がやっているわけですか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　職員が行っている状況になってございます。あと、給湯の部分、町民課の部分、町民課のほうで管理しておりますので、そういったところと連携しながら点検は行っているところでございます。

○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　やっぱりスケールがたまりやすいっていうのは温泉だと思うんで、やはり配管が詰まってこれが使えなくなるというのも困りますので、その辺のところは検査等しっかりとやっていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

　　あともう１点、教育費で学校管理費。修繕料が19万6,000円で、これ窓ガラスというのがあるんですけれど、これは体育館の窓ガラスですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　中学校の修繕料につきましては、窓ガラス２か所、鳥により割れた箇所、職員のトイレですね、まず校舎側の職員のトイレと体育館の上の窓ガラスが割れたものでございます。そちらの修繕料につきましては、保険で保険が入ってくるようになってございます。
　　以上でございます。

○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　ガラスの割れていた時期というのは、大分、雪のある頃からなのかな、あれ。結局あそこをやって、外からやるという方法でやったんじゃないのかなと思うんですけれども、これ今予算を取っているということは、支払いのほうはこれ、どのような形になっているわけですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　こちらの修繕につきましては、現計予算で対応させていただきまして、その分、ほかが足りなくなりますので今回補正を計上させていただいたところでございます。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。矢澤　昇君。

○１番　　９ページの社会福祉設備費で、使用料及び賃借料で調査機リース料ってどういうことですか。

○議長　　町民課長。

○町民課長　　こちらのほうにつきましては、ひだまりの温泉の施設の女子の浴槽の部分なんですが、実は今現状的にその排水の排水管があまり思わしくない状況でして、お湯がなかなか抜けないという状態が続いていると。昨年からいろいろその排水に関しては、皆さんのご理解をいただきながら修繕をしながら配管の設備を行ってきているんですが、急遽その排水するときに、排水が落ちないということがあって、一応業者さんにも見てもらってはいるんですけれども、配管のその下の管がどういう状況になっているか今、分からない状況というのもあったものですから、今回カメラつきのケーブルをお借りしまして、その配管口からカメラを入れまして、配管がどういう状況になっているのかという状況の調査をこのリースを借りて行いまして、それの結果に伴ってどういうふうな工事をしなきゃいけないのかというための調査を１回行っていきたいという形で今回予算計上させていただいております。

○議長　　矢澤　昇君。

○１番　　今、説明ありましたけれども、前に裏のほうの側溝やったってさ、あそこに排水がなる予定だったんじゃないですか。それに全然載ってないんですよ。だからそれは漏水しているかそれを調査するということ。それで、ちょっといいですか。
　　あそこの温泉に行っているんですけれども、係の人が、女子の温泉が掃除するときにお湯が抜けないので、それで全部抜けるに２時間ぐらいかかるって。そうすると掃除だ何だかんだすると遅くなっちゃう。それをもっと早くやってもらいたいという話がありましたので、今、質問しました。よろしくお願いします。

○議長　　町民課長。

○町民課長　　矢澤議員ご指摘のとおりで、今そういう状況になっているのはこちらでも把握をしております。今、水中ポンプなどをお借りして取りあえずその時間を短縮というのを考えているんですが、今回この補正を通させていただいて至急調査を行いまして、その結果どういうふうな形をしなきゃいけないのかという形の方向に取っていきたいというふうに思っております。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。二瓶俊浩君。

○６番　　12ページの土木費で、倒木処理ということで120万円が明細ですと川井、間方、早戸地区ということでありますが、どのようなものの処理、どのような状態、条件の状況のものなのかをちょっと詳しく説明願います。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　まず、倒木処理の件なんですが、川井地区につきましては、町道川井小野原線にかなり胸高直径太いものが道路上を横断して架かっているのが２本ございます。それがずれて万が一落ちますと非常に危険ですので、まずそれの除去ということと、あと間方地区につきましては、河川ですね、河川の上流、大谷川県管理なんですが、入間方から上につきましては町河川の、町の管理の河川となりまして、それも雑木がかなり太めのものが河川の上にまたいでおりまして、今後、出水期などになりますと上流から流れてきたものが引っかかりまして、せき止められる可能性がありますので、そういったものを速やかに撤去したいということです。

　　あと早戸地区につきましても、これも河川と道路になりますが、一部道路もかかっているんですが、それの撤去ということで考えてございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　この倒木、その木自体は誰とか、どこのものとか、そういうことは分からない状態なんでしょうか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　いずれもちょっと区長さんと、これ地区要望で上がってきたものですから、区長さん立会いの下に現地確認等しましたが、ちょっとなかなか特定が難しいということもありましたので、町で、道路上にかかっているものですので対応せざるを得ないということで、併せて河川上ですが、そういったことも含めて町で対応せざるを得ないということで今回補正で計上させていただきました。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。矢澤　昇君。

○１番　　12ページの観光費の中で修繕料177万1,000円。これ３か所となっていますけれど、その１か所のうちにアーチ３兄弟手すりも入っていると思うんですが、あれを見ますと、本当腐っていて危ないんですよ。私もあそこしょっちゅう行っていますから分かるんですけれども、それをやっぱりこのアーチ３兄弟のところのあの手すりはどのくらいの予算でやろうとしているか。それでどういう木製でやるのか、鉄骨でやるのか、その辺ちょっとお聞きしたい。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　修繕料に関しては、今予算は130万円を予定しておりまして、擬木のコンクリートで、木製ですと同じような状況になってしまいますので、動かないように修繕したいと思っております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。五十嵐健二君。

○３番　　14ページなんですけれども、体育施設費の中の委託料。県立宮下病院移転に伴う公共施設整備調査というものがあるんですけれども、これ前、多分新しいグラウンドのことと、あと旧病院跡地のことなのかなというふうには思うんですけれども、これ委託料が370万円というのは結構大きいんですけれども、この内容はどういった内容で行うのか。その中身をちょっとお伺いしたいんですけれど。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　こちらの県立宮下病院移転に伴う公共施設整備調査につきましては、議員ご指摘のとおり、グラウンドとあと振興計画に上がっております健康増進の拠点施設及び宮下病院の、旧宮下病院になるんですが、その利活用、それ以外に振興計画に上がっております公園整備、そういったものを総合的に今後、町としてどういった形で整備していくのかという部分につきまして、グラウンドであれば活用いただいている団体ですとか、あとそれ以外に町民の方々広くニーズ調査というか、そういった調査を行いまして、総合的な基本構想ですね、まず基本構想を今年度つくりたいという委託になってございます。具体的には、町民の方々にアンケートを取って、あと関係団体に聞き取り調査をして、そういった総合的な基本構想ですね、まずは。そちらをつくっていきたいという委託でございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　今の件ですけれど、グラウンド、健康増進施設、あと何だっけ。公園、（「あと宮下病院の利活用跡地」の声あり）宮下病院の跡地のほうは県でもうそれは壊すまでは、やるというようなことを最初から言われていますのでいいですけれど。今のグラウンドが宮下病院が建つことになって、なくなるので、そのグラウンドをどうするかということが一番の目的かと思うんですけれど。その場所云々じゃなくて、場所をどこに決めようかとかそういう問題じゃなくて、総合的な運動施設のようなものの計画のための委託なんですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　役場の中でプロジェクトチームをつくりまして、昨年度いろいろ話をしてきた中で、当然昨年、宮下病院の、失礼しました、県立病院の計画がある程度見通しが立ったものですから、それに合わせてグラウンドとあと健康増進施設という形でプロジェクトチームの中で話をしてまいりました。ある程度、町としての考えはあるのですが、それにしてもそれなりの予算もかかりますし、この財政状況も踏まえると、一度町民の声をしっかり聞いて計画に反映させていくべきじゃないかという意見が出ましたので、今回、こういった形で総合的に基本構想をまず立てさせていただきたいと考えたところです。それで、ある程度町のほうでグラウンドの位置とかそういったものもある程度案としてはあるのですが、それも含めて町民の方々のお声をお聞きして、施設の規模、設備等々相談していきたいと考えていたところでございます。

○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　今の説明だと、町のほうではそういった施設をもう造るという前提で考えていたわけですか。これから町民の方々にいろいろ意見を聞くという話は、これは別として、町としてはそういう施設をこれから造るというような考えで進んでいたというふうに考えてよろしいわけですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　そちらにつきましては、振興計画のほうにも新たなグラウンドの整備、健康増進施設の整備検討というふうに挙がってございましたので、振興計画に基づいてそういった考えで進めていたところでございます。

○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　そういう考えの下で、今後、考え方としてですけれども、町民の方々からいろいろ話を聞いて、その結果、もし例えばですよ、グラウンドはカタクリとか何かにあるんで、そちらのほうを利用したらというふうな形になってきた場合、これ例えでですけれども、そうなった場合には町で考えているような計画はそちらのほうに移行するというような形の考え方でよろしいわけですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　はい、そのとおりでございます。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　今のちょっと分からないんですけれど、その健康増進施設というようなもの、言葉を考えているということは、今初めて私も聞きました。確かに、私も宮下病院の建設が始まることが決定していましたので、グラウンドが使えなくなるよということで、それに並行して代わりのグラウンドのことも考えながらしていかなくてはならないのでないんですかというような質問もさせていただきました。ただ、今はその前にグラウンドと健康増進施設を造るか造らないかじゃなくて、その前にこういうものに対しての町民の方々の意見を調査するために374万円を使ってやっていきたいという考えなんですね。それ、いかがなものなのかな。今このとき、そしてもしそれがなくなったら西方のそれ、もし、もしって今のたとえですけれども、なったら、ちょっとこのお金って無駄ではないんでしょうか。どうなんですか。
○議長　　町長。

○町長　　いろいろ座談会やったときに宮下地区からも、例えばグラウンドどうするのか、あるいは今の跡地をどうするのか、そしてなおかつ健康増進というのは恐らく、補助を取りやすいようなために、例えばグラウンドを創っていくのではなくて、ただ健康増進という名目の中で補助金を引っ張り出しやすいというようなことで、例えば、老人の健康づくりのためにじゃあグラウンドが欲しい、あるいは運動場が欲しいというようなことをしていってありつけないと、病院は令和９年度もできますから、そうするといろいろな原案を町としては、いろいろつくって、あるいはそういうモデルにして、例えば宮下病院の跡地はこうなりますよ、あるいは宮下の振興はこうなりますよ、というようなことの一つの流れをつくって行かないと、やはり手遅れになるというようなことで、これをやったほうがいいというようなことで私が指示したところでございます。

○議長　　ほかに。二瓶俊浩君。

○６番　　じゃあ、この調査って具体的にどのような調査をするんですか。内容です。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　今、申し上げた施設ですとか、設備等について、まずは町民の皆様と、あと今お使いいただいている団体の方々等にアンケート、または聞き取り調査を行いまして、今後のどういった方向で進めていくかというものを決めていきたい。そのための基本構想をつくるというところまで今回の委託で考えているところでございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　それをもうちょっと掘り下げていただきたいんです。じゃあ、グラウンドは必要ですか、必要でないんですかというアンケートですか。それとも、このようにしたいんですがいかがですかというアンケートですか。言っていることが分かんないですよ。グラウンドと健康増進施設のスポーツ関係やっていられる方々なり何なりの団体と、アンケートを取りたいさ、アンケートの内容です、お聞きしたいのは。370万円もかけるんですよ。グラウンドをここにするので、そのグラウンドをどういうふうにするかということをかけているんじゃないんですよ。その前の前の段階の調査のお金ですよ。必要なのかと私は思うんですけれど。アンケートでどのようなアンケートを考えているんですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　今ほど議員おっしゃったとおり、グラウンドが必要か否かという部分も確かにありますし、町としては健康づくり推進していかなくてはいけないという姿勢でおりますのでそれも含めて、アンケートの項目についてはまだまだ内容を決めておりませんが、今後のまちづくりというか、健康づくりに対しての広いご意見をいただくためのアンケート項目にしていきたいとは考えているところでございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　今、町長さん言われましたけれども、地区座談会で今回は何ですか、地区の方との語り合いというかな。あったときに、私ちょっと変更になったものですから出席できませんでしたが、若い方々との話合いというものがあったと思います。その中で、私もちょっとお聞きしたんですが、グラウンドというものに対しての質問というか、いろいろな意見の交換があったというふうに思っています。若い方々、グラウンドなくなるの、グラウンドは必ず自分たちに必要なんですよということを、多分結論的にはおっしゃって、自分たちも体を動かしたいしというようなことを話したのかなというふうに思われますけれど、それを今になって、それもあるんですが、必要か必要でないかも含めてのアンケートを今やるんですか。宮下病院の工事ってもう早く、もう何年前から言ってて、私も一般質問なり何なりで並行して進めなくちゃいけませんよって言ったら、そのようにするんだということで返答してますよ。それ今になって、前の前の段階のどうしますかというものを町民の方々にお金をかけてこれから意見を集めるというような考えなんでしょうか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　若者の座談会というか、そこに私も出席させていただきました。それで、話の内容としては野球今やっていらっしゃるんですけれど、あと数年で野球もなかなかメンバーが集まらずできなくなる可能性がある、そういった中でグラウンド、ナイター設備のあるグラウンドまでは正直造っていただくのはどうかという話もいただきました。であれば、室内で体を動かせるようなものはできないかという話もいただいたもので、正直、町としては健康増進、健康推進という形でグラウンドは必要であろうと考えてはおったんですが、そういった意見をお聞きすると、一度しっかり町民の皆様にお話を聞いて、今の現状を踏まえて今後の健康づくり施設の在り方を考える必要があるということで、今回、委託を上げさせていただいたところでございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　じゃあ、考え方に対して一言質問しますが、これから人口が減ったり、若者が少なくなったりするというものは何ですか。いろいろデータで出ています。それを語って始めたら、全てのものに対してそのものは当てはまっていくんじゃないの。どうせいなくなんだからこんな施設を造ったってしようがないべということを言ってんですよ、今。まちづくりってそういうことじゃないと思うんです。そうでしょう。グラウンド、今はいるけれど、なくなるので、使わずになっていくので、要るのか、要らないのか調査しなくちゃいけないんだ。そういうことじゃないでしょう、まちづくりって。根本的に考え方が違うんじゃないのかなと思うんですけれど、いかがですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　町としても健康増進、進めていくという形で考えておりましたので、グラウンドが全く要らないという話ではなくて、今、皆さんが健康づくりで使えるような施設設備というものがどういったものかということも踏まえて、もしかするとある程度小さな規模のグラウンドというか、グラウンドまではいかないんですが、野球までできない大きさのものが必要なのか、それとも周りをウォーキングできるような、そういった施設が必要なのか、そういった部分で全く要らないから造らないということではなくて、今後必要とされるものを造りたいと考えているところでございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　ですから、考え方の問題ですけれど、人が少なくなったらということなんでしょう。少なくなっているから。そんなこと言ってたら全てに当てはまっていくんでねえの。そういうことではないと思うんです。そして、そのようなものを大事なことを全然一発で上げてきて取ろうということ自体が、この議会で挙げて取ろうということ自体が私はいかがなものなのかなと。やはりもう少し町の考えをしっかりとして、議会なり、全員協議会なり相談した上で、やはり持ってくるべきじゃないのかなというふうに思うんですが、いかがでしょうか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　繰り返しになってしまいますが、町としては当然これ振興計画がございますので、それにのっとって進めてきていたところです。ただ、さきの若者のお声をお聞きしたりすると、ちょっと町で進める方向が若干違っているのかなというふうに感じたものですから、今、できるときにやっておかないと今後また、いつになったらできるんだという話になってしまいますので、できるタイミングで皆さんのお声を聞いて、ここでしっかり基本構想をつくって、その基本構想に沿って整備していくという考えで進めておりますので、よろしくご理解いただきたいと思います。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　では、この委託料の370万円の内訳、今アンケートということでお聞きしましたが、アンケートではこのような額まではいかないと思うんですが、そのほかはどの辺までの詰めでこの額を、予算を計上されたのかお伺いいたします。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　こちらの370万円につきましては、こういった内容でアンケートを実施して、こういった内容で聞き取り調査を実施してという形でコンサルのほうに見積りを取った結果、こういった金額になったところでございます。それで、最終的には基本構想までつくっていただくということで、こういった予算になっているところでございます。

○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　先ほどから基本構想という言葉がよく出てきているんですけれども、その基本構想というのは、そのグラウンドや今健康施設を造るための基本構想なんですか。それがちょっと分かんない。それで、先ほどから振興計画にグラウンドを造るように、そういった施設を造るようにというふうに載っているから初めは造るんだという考え方でいて、若い人たちの中にはそういった施設が本当に必要なのかというような意見を聞いたから、じゃあ今度は、皆さんの意見を聞いてやりましょうというふうな考え方でいられると思うんですけれども、病院ができるというふうに決定してから町営グラウンドに造るというふうになって何年もたちますよね、実際。その間に、そういった話を一切しないでいきなりここで、そういった若い人たちの話が出てきたからこういうふうに進めます、そのために委託料を出してそういったコンサルに頼んでつくっていただきますというような話が、果たして、何というんですか、その今まで考えてきた中で、その合致するようなあれになってくるのかどうなのか。本来であれば、もっと早い時期からそういった話を出してくるべきではなかったのかなというふうに思うんですけれども、実際にグラウンドは今、野球なり、グラウンドゴルフ、高齢者の方々がいろいろ利用しているというような形で使っていられるわけですけれども、利用してない方は利用しないわけですよね、実際。そういった方にアンケートを取った場合に必要ないというような話が多く出た場合、役場ではそれに従って行っていくような考えでいられるわけですか。その基本構想という、その中身が全然分かんない。だからその基本構想を立てて、基本構想立ててというような話は果たして、今回こういうふうな形で進める上で、何のための基本構想なのか、その辺のところはちょっと理解できないんで、その辺のところの説明をちょっとお願いします。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　基本構想につきましては、健康づくり全般における、例えば、この場所にこういった施設、この場所にこういった設備といった形で、イメージ図ですかね、健康づくり全体に関するイメージ図をつくっていくというのが基本にはなってくるんですが。その後、基本計画として、いつに、じゃあ何を造るのか、いつにどういった計画を上げるのかというのが基本計画になっております。あれです、皆さんが見て町の健康づくりの進むべき方向が分かるような絵を書くということですね、イメージできるような。それが基本構想という形になります。
○議長　　町長。

○町長　　まず、宮下病院の大体令和９年度までは完成するようなことが決定してございます。そうした場合に、決定してからじゃあ、例えば、その後いろいろなことが、例えば、病院の向きも大体は、そこお示ししたとおり、そうした場合に、例えば地域包括の、例えば保健とか福祉とか医療の一体化を病院とどうしていくのかというようなことは、るるこの中で私は話してきたつもりです。宮下病院もなおかつ跡地利用をどうするのかということが、あるいは宮下の課題でもあるし、商店街の課題でもあるし、そして三島全体の課題でもあるというようなことで考えております。そうした場合に、議員さんとお話しするときに、どうするのか教えてくださいというようなやり方じゃなくて、ある程度こういう形にしたらどうですかというようなことで、見える化をしていただいてご意見をその中でうたうと。だから、例えば300万円が高いか安いかは別として、例えば役場でいろいろな基本構想とかなんかやった場合に、例えばここの宮下、水飲み場のあの所は大体250万円から300万円近くかかっている。だから割と高いとか安いじゃなくて、いいものをどういうふうにして造っていただく、そしてそれを議会の皆さん、あるいはそれ終わりますと、今度はある面では、その前に町民の、我々も議会も町民もそこの下にいますから、そうした場合にどういうような形がいいのかということは、まずちゃんと設計の中で、設計とかそういう見える化で、あるいは長坂をどうしていくのか、あるいは今の例えば、いろいろお客さんも入った長坂をこうしていく、あるいはその後、じゃあ２５２の線どうしていくのか、いろいろこう、何と申しますか、そういうことをやっていかないとここで相談したとかしないでなくて、やっぱりそういう見える化をしながら判断を仰ぐというようなことで、やはり我々は考えてここにこの金額を提案したところでございます。これからるるやっていただくと、こういう例えばモデルみたいなことできますから、そうした場合に議員さんの、最初から議員さんどうするのかって我々は投げやりにすることはできません。だからきちっとやっぱりつくって、そしてそれが我々の仕事であり、町民に対する、議員さんに対する責任だというふうに私は感じている。そういう中から、例えば、宮下病院はこういう形でできる、あるいはあの辺の風景をどういうふうにするかの前に、ある程度見取図みたいのがないと判断ができないということで、この300万円を取ったということでございますから、ただ高いとか安いとかということじゃなくて、やはりいいものをみんなでつくり上げて、いい町をみんなでこの、例えば保健と福祉と医療と、あと商店街、あるいは全体として一致したものをつくりたいということで、この予算を計上したところでございます。どうか、この辺についてはご理解をいただくしかないんですけれど、300万円はここで使われるんですかって最初からいろいろ相談するわけにもいかない、そんなのお前たちの仕事だと言われればそれまでで、そういうことを判断を仰ぐための、そして町民も参加して、あるいは老人クラブに参加していただいて、こういうふうにしたいんですけれどどうですか、商店街の人が参加していただいてこういうような、例えば町並み、あるいはグラウンド、あるいはこの上と下の一帯としたものをどうするのかというようなことはやっぱり我々のまちづくりの責任だなというふうに考えておりますので、どうかこれについてご理解を願いながら、ああ、300万円で高いか、安いのか、いやそれは内容によります。どういうふうな内容が設計者がつくってくるのかというようなことも、考えながら、今後、そして随時できた時点で、振興計画できましたらお願いしますので、常にこういう形になりますよ、こういう形になりますよというようなことの300万円というようなことで、あとは町民との座談会、あるいは議会との、その前にやる前に議会との座談会というようなことで考えておりますので、ご理解をお願いしたいというふうに考えています。

○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　町長の言うのは分かります。ただ、この考え、今の運動場もそうなんですけれども、これは以前からグラウンドゴルフやっている方たちからも、グラウンドどうなるんだって話は出ていたわけですよね。それで、これ今からこの300万円を使って委託料を出してつくるという話ですけれども、本来であれば当初予算、もう早い時期から動いているべき問題ではないのかなというふうに考えるわけですよ。それが今いきなりこういうふうな形で、委託料300万円を使って運動場はどうするんだ、その運動施設のようなものをどうするんだというような考え方をここでどんと出されても、実際ね、ここで出されても私たちがこれいいか悪いかという判断のしようがない。本来であればもっと早い時期、当初予算なり、そういった中で出して説明をしていただければ、本来であればもっと早い時期、もう昨年あたりから出していただければよかったのかなと思うんですけれども、これ何かせっぱ詰まって出してきたようなイメージがあるのね。運動場をどうするんだとか。だから私から言いたいのは、こういうふうに基本、計画をつくってしっかりやるんだというんであれば、今回の補正ではなくて当初予算からしっかりと出してくるべき問題ではなかったのかなというふうに考えるんですけれども、担当課長はその辺どのように考えているわけですか。

○議長　　副町長。

○副町長　　ただいまいろいろその時期の話で、なっておりますけれども、正式に決まったのは昨年でしょうか。県のほうで基本計画を発表した。その時点が正式に決定ということになります。うちのほうでもその前から時期を遅れずにできるだけその、例えばグラウンドも使っているわけだから、当然始まって使えなくなるから、できるだけその期間を短くして町民に不利にならないような形で進めるべきということで、庁内では昨年からプロジェクトを結成して、メンバーも教育委員会、産業建設課、町民課を中心としたメンバーですが、そこで当たらせたということで、去年からもう動いています。具体的には。プロジェクトを進める中で、やはりなかなか先ほど言った、町民の声ですとか、そこに町民の声なしにこれ進めてもあれがっていうような話もありました。会議ですとかそういった報告書、あとさっき言った、あとイメージですとか、そういったものを作成するにしても、ふだんの業務だけでプロジェクトのほうに、何ですかね、時間が回せないというようなこともありましたので、そういう事情を考慮して遅れないような形で、今、業者を依頼するということの委託料の予算を計上したということなので、決して今始まったわけではなくて、もう役場内部では、もう昨年から具体的に実際に動いていたということでご理解いただきたいと思います。（「ちょっとよろしいですか」の声あり）
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　私が言っているのは、そういうことじゃなくて役場の中で動いているというのは分かりますよ、それは。分かりますけれども、実際に今出されているわけですよね、こういう話が。そうではなくて、もっと早い時期にこういった問題で、今役場庁舎内で動いていますし、実際には当初予算で出てくるのが当然の話ではないのかなというふうに考えるわけです。ただ役場庁舎内でやっているんだったら、そのままずっと役場庁舎内でやり続けることが一番いいことじゃないのかなと思うわけですよ。委託なんて頼まない。それができないから、じゃあ委託を頼むから今出したんだというのは、私たちはそれは理解できないんだな。本来であれば、当初予算で出すべきではないのかなというふうに私は考えているんですけれども。だから今出してきた理由が、それでは私たちは理解できませんということなんですけれども。その辺のところどのように考えているのか、ちょっとお伺いしたい。

○議長　　副町長。

○副町長　　予算査定というのがございまして、当然、担当のほうからは、このことについては具体的に上がっては来ておりましたが、先ほど、査定の中でやはり議員と同じ考えで、職員の中で何とかできないのか、というようなことで、当初予算の計上を見送った経緯がございます。その後、やはり検討を進める上でも、なかなか職員だけで時間が足りない、そういったような実情がありましたので、そのままにしておくとこの構想というのが、先ほどお示しするような構想というのが皆さんにお示しできなくなるということを念頭に置きまして、今回の補正になったということでご理解いただきたいと思います。

○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　さっきから何度も言っているように、役場庁舎内でそういう問題を抱えてやっていて、できなくなったから今回これで出したんだというのは、ちょっと理解ができないのね。いや、だからもし、そういう考えでいられるんでしたら、もう時間をつくりながら役場庁舎内でやっていくのが筋なんじゃないのかなというふうに考えるわけですよ。できなくなったから、じゃあ委託に出してやっていただこうというのは、それはちょっと、ちょっと私たちには理解できないんです。本当にそういう計画をつくってしっかりやっていかなきゃなんないっていうんでしたら当初予算で出していただいて、そのときにしっかり説明していただければ、それはそれで私たちは理解はできるんですけれども、自分たちで進めていて、自分たちに時間がない、できなくなったから、じゃあ今回こういう形で補正予算出して進めようと。これ金額の問題じゃないですよ。実際その考え方の問題として、ちょっとおかしくないのかなというふうに私は考えるんですけれども。その答弁が先ほどから同じような答弁ですから、答弁はいただきませんけれども、実際に私たちはこの件に関してはちょっと理解ができないなというふうな予算であるというふうには考えております。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　それではお伺いしますが、役場でやってたらできなくなったんで業者さんに委託をしたいということな話であります。その中で、プロジェクトチームではどの辺まで話を詰められたんですかお伺いします。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　プロジェクトチームにつきましては振興計画にありました、その新たなグラウンド整備、健康増進施設、これをどういった形で整備を進めていくのかというところからスタートしてございました。その中で、いろんな職員のほうから、やはりこういった町の財政事情もありますし、そういった部分も踏まえて、やはり一度しっかり町民の声を聞いて判断したらどうかというところがプロジェクトチームの結論でした。うちのほうとしては計画的に、もう宮下病院と新たな県立病院の建設に合わせてグラウンド、健康増進施設というものを進めていこうという考えでスタートしたところではございましたが、そういった職員の中からもそういった意見があり、若い方からもいろんな意見をお聞きする中で、やはりここは一度しっかり町民の声を聞いた上で健康づくり、町のこれからの進むべき方向に合わせて施設設備も整備していく必要があると判断しましたので、うちのプロジェクトチームとしては一度、当初予算のほうに予算要求させていただきましたが、町の財政事情もありまして、そこはもう少し検討しろということでございましたので、そういった今の６月補正の計上になったところでございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　もう少し当初予算に上げる前に、もう少し検討しろということがあったと。もう少し検討しろというのは何を検討しろということですか。
○議長　　町長。

○町長　　私が検討しろという、財政事情もあったし、やっぱり設計というのは人が住む、あるいはその生活の中で暮らすといった場合に、例えばどういう、例えば宮下病院がある程度正式にされれば道路もバイパス、今の長坂から真っすぐ入る部分、入って今度病院がこういうふうに道にできたと。こういうことだと、まだ分かんない。正式に分からなかったから、じゃあもう正式に大体、県もここで打合せで全部いろんな人が来てやりましたから、だからこれはもう検討する時期に来たのかなというようなことで、検討してみろというようなことで、そこで今度はゴーサインを出したわけです。それが、例えば金額とか何かそういう問題じゃなくて、やはりこれは三島の全体の問題だがら議員さんも当然、議論していただくし、ある面では目に見える形にして、そして判断を仰ぐ、あるいは町民にも判断を仰ぐ、あるいは若い人たちにも判断を仰ぐ、そしていろいろ商店街もあれは、全体的に議論しながら判断を仰ぐ、これでは駄目だと、こういうことじゃ駄目だということにやはりお金を今回はかけなきゃいけない。いろいろ例えば、美坂高原をどうする、あるいはふるさとの山をどうするというときも、みんな例えばそういう事前にいろいろな設計、設計者とこちらが話し合いながら、じゃあこれは一応、議会で諮ってみるってこういう形になるというようなことで、やはり最初から分かんないからじゃあ議員さんひとつお願いしますって言ったって、何が何だか分かんないと言われるのは当然だし、我々はこういう形にしながら、こういうことを三島町の振興を図っていきたいというのが我々の大きな判断だろうというふうに考えて、今回予算に上げたというようなことでございます。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　ちょっと質問と答弁が全然合ってないですよ。まちづくりの話、今はしているんじゃなくて、病院の移転に伴う施設の整備調査業務についてやってんの。だから病院に道路がついて、病院こっち向きになったから調査しろ、やって検討しろって言ったなんて、何言っているのか全然分かんないですよ。このことを病院ができるということも県で決まってから、町ではプロジェクトチームをつくって、いろいろ検討をしたんだということでしょう。そのプロジェクトチームで検討した中身はどの辺までできたんですかということを聞いたんです。そうしたら課長は、してきたんですけれどももう少し検討、五十嵐健二議員が言うように、当初予算に上げるべきものを、今ちょっと検討しろと言われたのでそれには遅れたんだという答弁でした。だから、何で、何を検討しろということで、何を検討しているので遅れて、どこまで詰まったのかという質問をしているんですよ。まちづくりの話じゃなくて。このグラウンドに対しての。今その件でやっているわけです。それについての答弁をお願いします。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　すみません。検討しろと言われたのは積算の中身ですね。委託に出すにしても金額がそれ相当な額でしたので、プロジェクトチームでできるものはやるようにして、削れるところは削ってという形の検討でございます。ですので今の金額になってございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　では、そのプロジェクトチームではどの辺まで詰め合ったのか、その点についてお願いします。（「いったん中断してでいいんでないの」の声あり）
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　プロジェクトチームのメンバーというのは、どういった方がやったわけですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　プロジェクトチームのメンバーにつきましては、各課の若い職員です。総務課であったり、町民課であったり、地域政策課であったり、産業建設課であったり、教育委員会という形で全課にわたって若い職員プラス今回健康増進施設でありましたので町民課長、うちのほうのグラウンドということで私、地域政策課、病院の跡地利用というかそういった部分で地域政策課長といったメンバーでプロジェクトを立ち上げて、先ほど繰り返しになりますが、まずはグラウンドと健康増進施設の整備について話を進めてきました。その中でいろいろ、先ほど言ったとおり、ここで一度ちゃんと町民の声を聞いて必要な施設を造るべきじゃないかということがありましたので、そこに至りまして今回、委託料の積算をしたところ金額がもう少し削れるんじゃないかというところで精査しまして、今回の補正という形がプロジェクトで進めてきた中身でございます。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　そうすると、そのプロジェクトチームでは、話したことは実際にグラウンド、または健康増進施設についてどのようにしたらいいのかとか、場所はどんなところがいいのかとか、そういうことじゃなくて、委託業者に委託をして町民の声を集めるようにしたほうがいいんじゃないかという、プロジェクトチームはそのお話をされたんですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　プロジェクトチームでは、まずうちのほうでも素案というか、グラウンドはこの位置がいいんじゃないか、このくらいの大きさで、このくらいの規模がいいんじゃないか、町民課では健康増進施設はこういった規模で、こういった設備でという形で上げました。それは、具体的には案は出しておりまして、それについても話合いをしたんですが、その上でこういったことになったところでございまして、それ以外にも振興計画に若い方から公園整備というものがずっと上がっておりましたので、防災公園とかそういったものはどうなんだという話もいただいていますし、だから総合的にやはり考えなくてはいけないという判断に至ったところでございます。
○議長　　お諮りいたします。昼食休憩にしたいと思いますがご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　１時20分まで昼食休憩といたします。（午後０時１４分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午後１時２０分）

　　令和５年度三島町一般会計補正予算の質疑を続けます。

　　質疑ありませんか。菅家三吉君。

○７番　　今までいろいろ議論されていたと思うんですけれども、外部のほうに委託して調査もろもろ、最終的に町民の皆さんにある程度形としてお見せできるようなのは、いつ頃予定になっているんですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　今年度中にはお見せできるような形に持っていきたいと思っております。

○議長　　菅家三吉君。

○７番　　年明けまではかかってしまうということでよろしいですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　遅くて年明け早々で、早くて年度内で考えております。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。二瓶俊浩君。

○６番　　いきなり予算化で上げられ、上がってきているもんですから、いろいろな審議もそんなに時間がなくて採決という形になってしまうということで、非常に分からないまま進んでしまうんですから、今までの経過を若干お聞きしたいんですが、私は宮下病院の建設に伴って上のグラウンドにできるということは皆さんで決めていいだろうということで進んでいます。その中で、一般質問でも２回ほど質問させていただきましたが、宮下病院の新築に伴って、プラスアルファの面で何か考えていかなければならないんじゃないかというようなことで、私としては民間の方々の商業施設というようなものを一応一つの例といいますか、案として出させていただきましたが、それはちょっと難しい面があるというようなこともございまして、役場から答弁いただいたのは健康増進施設、今まで言っている健康増進施設のことかどうかは分かりませんが、そのようなものをぜひ検討したいというようなことで答弁をいただいております。それは、この健康増進施設と重なっているものでしょうか。

○議長　　町民課長。

○町民課長　　今、二瓶議員のご質問の健康増進施設は、今障害福祉課長とプロジェクトをつくっている中の健康増進施設とイコールという形で考えております。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　であるならば、健康増進施設はその新築される病院の近く、一画と言っていいのか分かりませんが、にやっていくというような考えということ。そして、あと決まっていないのはグラウンドをどこにするかということでしょう。そうですよね。であるならば、プロジェクトチームでは、その点はどのような話をされましたか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　グラウンドにつきましても、今グラウンドのある近くに、その健康増進施設と併せて造ることを町で基本としては考えているところでございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　近くと言いますと、決定しているわけじゃないんですけれど、どの辺を考えていますか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　今のグラウンドについては、全て病院のほうで使うようになりますので、それ以外に今あるのが駐車場です。駐車場以外に考えられるのが、その周辺の大登地区といいますか、そちらの地域になってくるかとは思うんですが、その周辺で考えていたところでございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　であるならば、今そのグラウンドもこの近辺というか一角と、健康増進施設もその一角ということを思っていらっしゃるのであれば、なぜ改めて委託をして調査の業務に入っていかなければならないのかというのが、お金をかけるということでちょっと分からないんですけれど。それの関連をお答えください。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　今回プロジェクトチームでも、今ほどの健康増進施設、グラウンド等々を含めまして話合いを進めてきました。その中で、やはり町民の声を、あとは利用者の声をしっかり反映させる施設にしていきたい、設備にしていきたいという思いから、やはりそういったアンケートなり、聞き取り調査が必要であろうというところに至りました。そのアンケートの中につきましても、やはりしっかりしたアンケートを取っていく中では、その専門的なコンサル等々にお願いして、しっかり町民の声を結果に現せるような調査をしていきたいということで、今回調査のほうは委託という形で補正予算に計上させていただいたところでございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　今までも何回かコンサルを使ってアンケートを町でやっておりますけれど、何ですか、回収、答えの回収ですね。ではその部類によって当然違うでしょうが、関連している人は一生懸命答えるであろうし、関係ないというような判断される方もいられるとは思いますので、それってどのくらいの率で返ってきているんですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　今までのアンケートの結果ですと40から50％ということです。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　であるならば、半分から半分以下ということですよね。であるならば、この委託料を計上してやるというよりも、よくおっしゃられます、うちには地区担当という制度を持って行っているんだと、町の行政をやっていっているんだというようなことをよく言われます。こういうときのために地区担当者というものを割り振りしていて、いろいろ町政の中でいろんな情報を持ってきたり、相談したり、地区に入ったりしながらやっていくのが、この方々なんだろうというふうに理解していますが、このときこそこの地区の地区担当の方々を主にして、地区の話を、住民の方々をまとめていく、そしてトータル的にまとめる。それのほうが４割ぐらいしか来ないものにアンケートよりも、しっかりとしたものが、そして直接町民の方とお話ができる。そういう取り方だっておかしくないんじゃないんですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　今回、委託をお願いするのは、確かにアンケートもございますが、あと関係団体への聞き取り調査、その後の検討委員会、プロジェクトチームも引き続き継続して活動していきますので、並行してご協力いただくという形で、最終的には基本構想の策定までというふうに考えておりますので、そのアンケートにつきましても本当に数だけじゃなくて、本当に分析の部分ですね、しっかり分析いただいて、しっかり基本構想のほうに生かせるようなアンケートというものをしていきたいと考えておりますので、ご理解いただければと思います。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　そのコンサルのアンケートだとしっかりしたものなんですか。地区担当者が打ったものはしっかりしていると私は思うんですが。かつ聞き取り、直接話せるんです。アンケートだったら一つにマル書くのかバツ書くのか分かりませんが、選択さしていただく。地区担当者が行っていただければ地区の方々と直接話していろんな意見を伺える。聞き取りも入って。なお優れているんじゃないかというふうに考えますけれど、いかがですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　確かに職員が出向いて、そういった聞き取り調査やアンケート等をすることもあるかとは思いますが、やはりその職員によっては慣れている慣れていないありますし、そのファシリテーター的な役割を担っていただく上でも、やはり専門的な知識を持っている方にご指導をいただきながら、職員についても一緒に同行して、そういった知識を学んでいくという部分でも今回はそのような形で若い職員のプロジェクトチームメンバーもおりますので、そういった方向で進めていければと考えているところでございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　この場所も決まっているし、なっているのに、それ以上何を求めてやるの。言っていることがよく分かんないの、私。何で委託してやんなきゃねえんだということが分からないんでいろいろ聞いているんですけれど。専門的なって、アンケートの専門って何なの。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　アンケートの設問もいろいろあるかとは思うんですが、それ以外にやはり今回お願いしたいのは、最終的に基本構想という部分まで持っていきたいと考えておるところでございまして、その中にはやはり検討委員会も開いていただいて、私たちだけではなくて、どういったまとめ方をして、その基本交渉をつくっていくのか、そういった部分もご指導いただきながら一緒になって進めていきたいと考えております。アンケートの専門という部分に関しましては、確かに何が専門かとおっしゃられるとちょっと答えに迷うところあるんですが、設問ですね、まずうちのほうで職員が考える設問が適切かどうか判断していただいたり、集計についてもこういった集計の方法、先ほどおっしゃったように単純に要らないという意見がばあっと多かったときに、どう、年代別に見ながら判断していくかというところもご指導いただきながら、総合的にうちのほうではその施設整備について考えていきたいというところでお願いしているところでございます。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　ですよね。そうしたら、４割しか戻ってこないものを完璧なものにできないはずですよ。やっぱり直接話したほうがいいんじゃないですか。聞き取りをちゃんとそのとおりやったほうがいいんじゃないですか。何回も同じことを繰り返すようですけれども。なぜ金をかけてやらなきゃなんですか。なぜ金をかけてやったほうがいいのかということの意義がよく分からないんです。言っていることが。直接のほうがよっぽどいいんでねえの。感じることもあるだろうし。まず１点。

　　その次、その健康増進センター、これはどうするかという。場所は病院の中、中というかその近くにやるということまでは話し合っているんだと。あと中身の問題ですね。中だって町としてこういうことをしていきたいんだというものがなければ、何かコンサルでできないはずです。だからそれまでの話になっているんでしょうね。当然、今まで説明してなかったんでいろいろ聞かせていただいているんですけれど。その中身はどのようなものですか。

○議長　　町民課長。

○町民課長　　健康増進施設センターについては、具体的にどれが欲しいあれが欲しいという話まではしておりませんけれども、構想的なものは考えて、骨格的なものは考えておりまして、宮下病院のまずそばに健康増進施設センターを造りたいという思いがあるのは、やはり宮下病院が、近くに病院があるということは、医療と健康づくりというのをやはり一緒に取り組んでいただいた中での健康づくりの取組をしたいというのがまず一つある。そういった意味で病院のそばに健康増進施設を造るというのがまず考えておりました。もう一つは、ここに健康増進施設センターを考えていくとなれば、例えばリハビリですとか、そういった部門についても、例えば宮下病院ではなく、健康増進センターを利用していただいたリハビリの事業ですとか、例えば、町民の人たちも病院までは行かないですけれども健康増進センターに来ていただいたリハビリの機能訓練ですとか、健康づくりだとか、そういったものが一緒にできればいいのかなと。そのときに、医療と健康づくりが重なった状態で、ここを拠点としたセンターができてくればいいなということの構想として考えておりました。それでグランドというのも併せて考えられたのは、やはり病院と健康づくりの拠点でのセンターがあるということもあるので、やっぱりここを拠点として健康づくり運動というのを積極的に行っていただきたいというような思いがあって、できればじゃあグラウンドも一緒に付随して造ったらいいんではないかというような考えで進めておりました。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　分かりました。大変分かりました。それが基本構想じゃないですか。でしょう。それが基本構想でしょう。基本構想できたじゃないですか。あと、中の細かいどうしていくかということはまた別なことで、基本構想になった、今、町民課長が説明したことでなってんでねえの。いかがですか。

○議長　　町民課長。

○町民課長　　今回、私もそのプロジェクトメンバーの一応、責任者というか、会長という形で今仰せつかって委員長という形を使って今動いておりますが、まず、コンサルさんをお願いしたいなという思ったところは、もちろんそのアンケート集計とかそういったものはもちろん、どこの私たちでもできることですし、やれるところがあるんですけれども、コンサルさんの強いところというのは、いろいろな全国的なこういう環境都市計画的な、そういったまちづくりですとか、そういうのに積極的に取り組んでおられる。そうすることによって、例えば私たちのこの健康増進という、健康をテーマとしたまちづくりと、若者定住ですとか、いろいろな町の振興計画の課題になっているものを付随した形で、何かこういった拠点となる健康増進施設を造るという形になってくると、やはりコンサルさんについては、いろいろなまちづくりの事例があるものですから、そういった事例先進地の事例の紹介があったり、例えば、こういった補助事業があったりとかという、我々がもっと詳しく調べなきゃならないことをよくご存じというか、知っていられているということがあるので、そういった観点からコンサルさんを交えて一緒になって、この健康増進の基本構想づくりを進めていきたいというのが大きな目的でございます。そういった意味から、今回町長のほうに補正で何とか上げさせていただきたいという形の思いがあって計上させていただいたというのが、今回の理由でございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　そのコンサルさんは、専門は分かりますけれど、今、町でやっている話したグラウンドの健康は病院の近くで、当然リハビリもあったり、一般の方も来て健康増進のためにできるようなものが必要、がよかろう。当然、グラウンドもスポーツ施設も近くのほうがよかろう。それで、なっているんじゃないの。ただそのほかに、今、補助金等も詳しいというようなこともあったけれど、それのことで300何十万円もかけてそれ意味あるのかな。
　　それで、先ほども言ったように今の話していることは、本当に私は突然に今そのような基本構想をつくっていきたいんだと、そのためにコンサルというようなことで聞かれたので、健康増進施設をやるというようなことも具体的なことを聞いておりませんでしたのでよく分からなかったもんですから、これもう少し話さなければならないんではないのかなと。いきなり上がってきて私たちも少しの時間でいいとか、悪いとか、よく内容分からないままにしていくのはいかがなものかなというような考えありますので、何とかまだもう少し話し合うというような時間を設けてもらうというような進め方はできないんでしょうか。

○議長　　暫時休議いたします。（午後１時４２分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午後１時４４分）

　　総務課長。

○総務課長　　今ほど、様々議論いただきましたけれども、まだまだ議員さんの中でご理解が得られていないということも承知しております。ですから、今回予算に計上させていただきましたが、事業の執行につきましては議員さんと協議の上、執行するということで今回は凍結させていただきまして、予算上には載っておりますけれども、執行の際には議員の皆さんと協議の上、執行させていただくということでご理解をお願いしたいということでございます。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第34号、令和５年度三島町一般会計補正予算を採決いたします。

　　この採決は起立により行います。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

　　　　　　　　　　（賛成者起立）

○議長　　起立多数であります。

　　よって、議案第34号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第35号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第７、議案第35号、令和５年度三島町国民健康保険特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより、議案第35号、令和５年度三島町国民健康保険特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第35号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第36号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第８、議案第36号、令和５年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。

　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。

○３番　　水道事業費ですけれど、檜原水源の改修が水量確保するための工事に変わったというのは大変よかったなと思います。大登水源改修なんですけれども、これ前、全員協議会のときは古い水源からポンプアップするために２台のポンプを新しく替えて行うというような説明だったと思うんですけれども、その中で新水源が今年の３月に渇水しているというふうな説明もあったんですけれども、これから病院が出来上がれば水の利用も非常に多くなるわけですけれども、この新しい水源というのは、今後また別なところに実際に掘るような計画があるのかどうか。それともこの渇水の原因がどういった原因なのか。予算のほうとは直接関係あるあれではないんですけれども、旧水源からポンプを使ってくみ上げるというような事業でありますので、その新水源のほうがどうなっているのかの、ちょっと確認をしたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　今ほどご質問にありました新水源につきましては、春先、恐らく今年の雪の量が少ないということで、水量が少なくなったということで原因が考えられております。その後、水位等を監視しておりますので、改めて井戸を掘るということではなくて、旧水源もありますので、そちらの井戸と併せて宮下病院、建設分でも十分に水量は賄えるような対応・対策をしていきたいというふうに考えてございます。

○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　渇水の原因が雪の降雪量というふうな理由になってきますと、その年年によっていろいろ問題が生じるんではないかなというふうに思うんですけれども、その辺は旧水源のほうは十分な水量があるわけですか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　今のところ十分賄える水量を確保している状態です。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。大竹克昌君。

○８番　　質疑等にはならないかもしれませんが、前回の全員協議会でこの水道の処理のことで説明がございました。施設の老朽化によって不具合が生じ、この不具合を放置すれば安定した給水に支障が出るおそれがあるということで、今回３か所ですか、工事に入ろうとしております。そういった中で一番の問題は、檜原地区の水道だと私も思っております。地区の皆様にもいろいろな電話を受け、どうなっているんだろうと言われております。今までいろいろやろうとはしました。しかしそれがなかなかうまくいかない状態で、それが重なってきた結果、このような大きなものになってきたのかと思われます。今回、これだけの予算をつけてやるわけです。徹底してやって、安全安心な水を供給していただきたいと思います。そうすることによって、毎日水を運んでいる給水車の仕事も止まりますし、きれいな安全で安心な水が求められると思いますので、やはり車で毎日毎日運んでいるのも衛生的にはよくないのかなと私もずっと思っておりますので、その辺よろしくお願いします。

　　ただ、１点お聞きしたいのは、この三島町のこの水道施設というか、埋まっている配管もそうですが、埋められた時期がほぼ一緒なのかなと思われます。そういった中で、だんだんと不具合を生じてくる。これは今後ずっと三島町にこの水道管の交換、漏水、いろんな問題がこれからどんどん生じてくるという考えでよろしいですか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　水道施設につきましては、毎年というかローテーションでやはり管の入替えというのは必要になってきます。大体30年ぐらいのサイクルが目安かなというふうに考えていますので、施設につきましては現在６施設ございます。各18地区に給水しておりますので、そういった順序を見極めながら安定した給水に努めていきたいというふうに考えておりますのでよろしくお願いいたします。

○議長　　大竹克昌君。

○８番　　その中で配管等は水漏れがない限り、順次交換するという予定ではないんですか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　万が一、漏水があった場合にはすぐに対応して漏水を修理する。それ以外につきましては、やはり先ほど言いましたように、管のローテーション、大体寿命がございますので、その寿命内で管を適切に交換しながら安定した給水に努めていくという考えで進めてまいります。

○議長　　大竹克昌君。

○８番　　分かりました。最後に念を押して、檜原地区、区長さんをはじめ、地区の方に令和８年度改修予定になっています。このことについては、よく説明をしていただいて、安心して暮らせるような説明をしていただきたいと思います。それを言って質問を終わります。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。二瓶俊浩君。

○６番　　では、間方の浄水場の改修なんですが、間方のこの水道、町水道施設というのは、町では一番新しくはないんですか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　こちら30年度、平成30年度あたりに改修している施設でございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　私、全員協議会出なくて大変申し訳なかったんですが、この浄水場の改修というのは、その原因とどのような改修をされるのかちょっと説明願います。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　間方につきましては、冬期間、今年の冬期間なんですが、新水源、新しく掘った井戸が元水源のよりも近い位置にあったんですが、その水源がちょっと渇水したということがありまして、元の旧水源の水を現在使ってやっている状態なんですが、その旧水源の水につきましてはちょっと濁りがあるということですので、そのまず濁りの除去できるシステムを導入したいということと、あとそれに濁りを取るためのシステムやりますと、新しくちょっと管入替え必要になりますので、そちらの管のほうも併せて改修させていただくような内容となっております。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　そうしますと、旧水源というのは元の水源から取るということですよね。そうすると新しく掘ってやった水源というものはもう渇水が起きたというのでもう、それはもう当てにならないという考えですか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　いえ、決して当てにならないというわけではないんですが、安定した水量確保のために両方を併せて回せるような形にしていくということになります。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　思ったのは、この間方地区は大変新しいと思っていたんです。ただ、どういう状況だったのかな。濁る、風呂なんかためたときに数名の方に濁るんだよなって、その水道を新しく町の水道にしたんだけれどっていうことを言われていたんですけれど、それは何ですか、その水道施設を造る際にいろいろ調査されるはずですけれど、それがまずかった、まずかったというか、それが何ていうか、まずかったって言うしかないんだべな。ということ、その原因というか、それは何なんでしょうね。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　井戸を掘ったときには、恐らくその時点調査等はしますので大丈夫だったと思うんですが、やはり地下水、地下水というか間方につきましては湧水ですね、湧き水を利用しているということもありますので、若干地下水と違ってそういった部分での濁りが生じる可能性はあったのかなということです。（「わかりました」の声あり）
○議長　　ほかに質疑ありませんか。五十嵐健二君。

○３番　　予算、そちらのほうとは直接は関係ないんですけれども、この水道施設というのは私たち生活する上に非常に大切なものですよね。それで、各地区から要望事項が上がってきたときに、その優先順位という形で後回しにされるというようなところもあったわけです、今まで。それで、水道施設に関しては、その優先順位ということをまず考えないで本当に最優先でやっていただくのが一番いい方法ではないのかなと思いますので、その辺のところをちょっと頭に入れながら仕事を進めていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　議員おっしゃるとおり、水道は本当に一番大切なライフラインと我々も認識しておりますので、本当に緊急を要する場合には臨時議会等もお願いしながら施設の修繕、維持に努めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第36号、令和５年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第36号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第37号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第９、議案第37号、令和５年度三島町農業集落排水事業特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。

　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第37号、令和５年度三島町農業集落排水事業特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第37号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第38号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第10、議案第38号、令和５年度三島町介護保険特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。大竹克昌君。

○８番　　大した質問ではないんですが、健康麻雀教室、この中で前回の説明の中で少し出ましたが、健康麻雀教室講師謝礼と一言言われましたけれども、この講師というのはわざわざどこからか呼んだのか、町の人なのか、どちらでしょう。

○議長　　町民課長。

○町民課長　　基本的には、町内在住の方にお願いしようかなというふうに思っております。今回、この講師謝金については初めて麻雀をやられる方々を対象としておりまして、今回の講師謝礼につきましては、今回健康麻雀の大会に出られている方々とか、そういった方々にご指導をいただくような形で予算計上させていただいております。

○議長　　大竹克昌君。

○８番　　この町には麻雀の先生がいっぱいおられます。わざわざ頼まなくても無償でもやってくれるはずですので、ぜひいっぱい声をかけていただいて、私もこの間見てきましたが、すばらしい麻雀教室だと思います。半分以上ぼけないと思います。進めてください。

　　以上です。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより、議案第38号、令和５年度三島町介護保険特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第38号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第39号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第11、議案第39号、令和５年度三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。

　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより、議案第39号、令和５年度三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第39号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第40号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第12、議案第40号、三島町農業委員会委員の任命同意を求めるについてを議題といたします。

　　本案については、７番、菅家三吉君に直接の利害関係のある事件と認められますので、地方自治法第117条の規定により退場を求めます。

　　　　　　　　　　（菅家三吉議員　退場）

○議長　　説明を求めます。町長。

　　　　　　　　　　（町長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより、議案第40号、三島町農業委員会委員の任命同意を求めるについてを採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第40号は、原案のとおり同意されました。

　　７番、菅家三吉君の入場を許します。

　　　　　　　　　　（菅家三吉議員　入場）

　　　　　　　　　　◎議案第41号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第13、議案第41号、三島町固定資産評価審査委員会委員の選任同意を求めるについてを議題といたします。

　　説明を求めます。町長。

　　　　　　　　　　（町長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより、議案第41号、三島町固定資産評価審査委員会委員の選任同意を求めるについてを採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第41号は、原案のとおり同意されました。

　　　　　　　　　　◎議員提出議案第２号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第14、議員提出議案第２号、「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書の提出についてを議題といたします。

　　説明を求めます。事務局長。
　　　　　　　　　　（事務局長、議案書により説明）

○議長　　提案者より説明を求めます。１番、矢澤　昇君。

○１番　　１番、矢沢　昇です。

　　「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書の提出について。
　　ただいま議会事務局長から説明のあったとおりでございます。

　　東日本大震災から12年を経過しましたが、いまだに約4,900人もの子供たちが県内外で避難生活を送っており、ふるさとに帰還することができません。経済的な支援を必要とする子供たちは多く、子供たちが安心して就学していくためには長期的な支援は欠かせません。令和６年度においても、本事業が継続されますように、国に対して支援を求める必要があると考えます。議員各位のご賛同をお願いいたします。

○議長　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより、議員提出議案第２号、「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書の提出についてを採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議員提出議案第２号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎継続審査の申出について
○議長　　日程第15、継続審査の申出についてを議題といたします。

　　事務局長、朗読。
　　　　　　　　　　（事務局長朗読）

○議長　　お諮りいたします。ただいま継続審査の申出のとおり、継続審査とすることにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。

　　以上をもちまして、本会議に付議されました案件の審議は全部終了いたしました。

　　　　　　　　　　◎閉会

○議長　　よって、令和５年第２回三島町議会定例会を閉会いたします。

　　ご苦労さまでした。

（午後２時４０分）

　　会議の経過を記載し、その相違ないことを証するためここに署名する。

　　三島町議会議長　

　　三島町議会署名議員　

　　三島町議会署名議員　

２３
７１

